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予
算
編
成
方
針
か
ら

問
　
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進

に
向
け
、
持
続
可
能
な
開
発
目

標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方

を
明
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
来
年
度
の
総
合
計
画
の

見
直
し
を
通
じ
て
、
し
か
る
べ

き
位
置
付
け
を
考
え
て
い
く
。

問
　
民
間
活
力
の
積
極
的
活
用

に
つ
い
て
、
市
民
意
見
を
反
映

さ
せ
る
平
塚
方
式
を
進
め
る
と

し
て
い
る
が
具
体
的
に
伺
う
。

市
長
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
説
明
会
に
加
え
、
市
民
と
の

対
話
を
行
う
。
事
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
機
会
を
増
や
し
、
意

見
を
事
業
に
生
か
す
こ
と
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ

問
　
市
長
は
２
０
２
０
年
４
月

ま
で
に
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す

る
と
発
表
し
た
。
０
歳
児
か
ら

２
歳
児
の
入
所
の
受
け
皿
と
な

る
施
設
整
備
の
今
後
を
伺
う
。

市
長
　
低
年
齢
児
対
象
の
小
規

模
保
育
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
４
月
の
開
所
に
向
け
た

準
備
を
し
て
い
る
。
今
後
も
民

間
事
業
者
に
よ
る
施
設
整
備
へ

の
支
援
を
進
め
、
保
育
の
質
と

受
け
皿
確
保
の
両
立
を
図
る
。

問
　
保
育
士
確
保
策
の
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
最
大
１
０
０
万
円
の
就

職
支
援
貸
付
金
制
度
や
最
大
36

万
円
が
得
ら
れ
る
就
労
支
援
交

付
金
制
度
を
創
設
し
た
。
よ
り

問
　
本
市
が
策
定
す
る
地
域
福

祉
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
は
、

国
の
目
指
す
地
域
共
生
社
会
構

築
の
方
向
性
と
符
合
す
る
か
。

福
祉
部
長
　
地
域
福
祉
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
で
は
、
全
て

の
人
が
相
互
に
支
え
合
い
、
一

人
一
人
が
輝
き
、
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

多
く
の
保
育
士
希
望
者
に
本
市

の
施
策
を
周
知
す
る
た
め
、
民

間
保
育
所
の
設
置
者
な
ど
と
更

に
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

女
性
の
健
康
支
援

問
　
乳
が
ん
に
罹り

患か
ん

す
る
若
い

女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
日
常
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ

の
啓
発
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
検
診
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

配
布
し
啓
発
し
て
い
る
。
今
後

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

乳
が
ん
の
リ
ス
ク
や
自
己
触
診

の
情
報
発
信
を
検
討
す
る
。

問
　
生
涯
に
わ
た
る
女
性
へ
の

健
康
支
援
と
し
て
、
相
談
窓
口

の
設
置
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
窓

口
な
ど
で
幅
広
く
健
康
問
題
に

対
応
し
て
い
る
。
女
性
は
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
か
ら
き
め
細
や
か

な
体
調
管
理
が
必
要
と
な
る
。

今
後
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
女
性

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
窓
口
の

案
内
表
示
を
工
夫
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
紹
介
す
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問
　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

現
在
の
洋
式
化
率
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
今
年
度
は
江

陽
中
学
校
、
山
城
中
学
校
の
改

修
を
行
い
、
44
％
と
な
っ
た
。

問
　
大
規
模
改
修
工
事
と
併
せ

て
ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
る
だ

け
で
な
く
、
早
期
に
実
現
す
る

共
生
力
の
高
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
の

目
指
す
地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
考
え
方
と
一
致
す
る
。

問
　
地
域
共
生
力
の
イ
メ
ー
ジ

を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
年
齢
や
性
別
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
人
ら
し
く
生
き
生
き
と
豊

か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
備
え
る
べ
き
地
域
の
力
を

地
域
共
生
力
と
し
て
い
る
。

問
　
市
民
の
福
祉
活
動
参
画
を

促
す
福
祉
教
育
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
市
民
を
対
象
と
し

た
福
祉
学
習
の
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
、
学
校
な
ど
に
お
け

る
福
祉
教
育
へ
保
護
者
の
参
加

を
促
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、
福
祉
教
育
に

取
り
組
む
学
校
へ
の
助
成
や
地

域
団
体
と
連
携
し
た
福
祉
学
習

の
開
催
な
ど
を
推
進
す
る
。

問
　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
福
祉
の
地

域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
自
治
基
本

条
例
で
は
協
働
と
い
う
こ
と
を

全
面
に
出
し
て
い
る
。
子
供
版

の
自
治
基
本
条
例
の
手
引
き
は

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
平
成
28
年
度

か
ら
配
布
を
休
止
し
て
い
る
。

今
後
は
教
育
委
員
会
と
調
整
を

し
な
が
ら
、
必
要
性
を
含
め
て

よ
り
良
い
周
知
啓
発
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
今
後
は
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
、
ト
イ
レ
整
備
に
特

化
し
た
事
業
を
計
画
す
る
。
洋

式
化
の
ほ
か
に
床
や
壁
、
天
井

を
新
し
く
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
照
度
ア
ッ
プ
な
ど
も
考
慮

し
た
ト
イ
レ
空
間
全
体
の
快
適

性
向
上
へ
の
改
修
を
進
め
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革

問
　
教
職
員
の
長
時
間
労
働
を

減
ら
す
取
り
組
み
を
伺
う
。

２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
の 

取
組
と
今
後
に
つ
い
て

問
　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
リ

ト
ア
ニ
ア
共
和
国
を
迎
え
入
れ

る
。
２
０
２
０
年
以
降
も
含
め

た
期
待
す
る
成
果
を
伺
う
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
担
当
部
長
　
リ
ト

ア
ニ
ア
共
和
国
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
の
受
け
入
れ
を
成
功
さ
せ
、

２
０
２
０
年
以
降
も
息
の
長
い

交
流
を
継
続
し
、
地
域
活
性
化

を
図
り
た
い
。

問
　
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
選

手
の
国
際
大
会
な
ど
に
お
け
る

記
録
を
残
し
て
い
な
い
の
か
。

社
会
教
育
部
長
　
全
て
で
は
な

い
が
、
あ
る
程
度
把
握
は
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

へ
の
配
慮
や
サ
ポ
ー
ト
の
指
針

と
な
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー

の
導
入
が
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
気
遣
い
が
非
常
に
大
事
で

あ
る
。
研
修
な
ど
を
通
し
て
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
の
心
を
職

員
や
市
民
全
体
に
伝
え
て
い
き

た
い
。

地
区
防
災
計
画
と
ま
る

ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

問
　「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
実
施
を
早

教
育
長
　
学
校
事
務
連
携
支
援

室
の
設
置
や
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
を
し
て
き
た
。

ま
た
、
部
活
動
の
在
り
方
や
給

食
費
の
公
会
計
化
も
検
討
し
て

い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
業
務
改
善
を
検
討
す
る
。

問
　
教
員
の
業
務
を
補
助
す
る

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
へ
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長
　
負
担
軽
減
の
た
め
に

は
こ
の
よ
う
な
人
的
支
援
が
不

可
欠
な
の
で
、
今
後
も
県
教
育

委
員
会
に
強
く
要
望
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
学
び
の
推
進

公
明
ひ
ら
つ
か

持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て

持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を

伊
東 

尚
美 

議
員

秋
澤 

雅
久 

議
員

２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
を
基
に
ス

ポ
ー
ツ
功
労
者
の
記
録
と
顕
彰
を

鈴
木 

晴
男 

議
員

急
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
ま
ず
は

津
波
に
対
す
る
避
難
誘
導
の
標

識
の
設
置
を
進
め
た
い
。
そ
の

後
、
指
摘
の
あ
っ
た
洪
水
に
対

す
る
浸
水
深
な
ど
の
情
報
表
示

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
（
軽
度
外
傷 

性
脳
損
傷
）
予
防
の 

啓
発
に
つ
い
て

問
　
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
・

中
学
校
へ
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
予
防

啓
発
に
関
す
る
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
Ｍ
Ｔ
Ｂ

Ｉ
の
主
な
原
因
は
、
交
通
事
故

や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、
転
落
、
転

倒
、
暴
力
な
ど
で
頭
部
に
衝
撃

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
衝
撃
が

軽
度
で
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
に
異
常

が
な
い
場
合
で
も
、
数
日
か
ら

数
週
間
経
っ
て
症
状
が
現
れ
る

こ
と
も
あ
る
こ
と
を
校
長
会
な

ど
で
周
知
す
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の

認
知
度
は
高
く
な
い
の
で
、
ま

ず
は
、
し
っ
か
り
周
知
す
る
こ

と
で
予
防
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
他
の
自
治
体
で
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る

の
で
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

環境厚生
　議案４案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきもの、請願２件
は全て継続審査と決定しました。
○議案第89号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　国民年金費の国民年金事業で
は、国民年金システムの改修を行
うため増額補正をするが、どのよ
うな改修を行うのか。
　マイナンバーに対応した保険
料免除申請書をシステムから打ち
出せるようにする。また、産前産

後期間の保険料免除制度に対応で
きるよう必要な改修を行う。
　保健衛生総務費の公衆浴場支
援事業では、公衆浴場設備整備費
補助金を計上しているが、今回の
補助内容を伺う。
　公衆浴場の内装の塗装修繕
で、補助対象限度額40万円の４分
の１となる10万円を補助する。
　どのようなものに使える補助
金なのか。
　内装設備や外装設備、給湯設
備に関する補助で、項目ごとに補
助対象限度額を定めている。

教育民生
　議案５案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第86～88号　指定管理者の
指定について（これら３案件につ
いては一括審査を行った）
　この３案件は、平成31年度か
ら５年間の指定管理の指定を行う
という提案である。仮に、事業者
の都合により途中でやめた、放棄
したという場合はどう対応するの
か。違約条項などはあるのか。

　現在検討中で、今年度中には
指定管理の手引きなどを改訂して
本市としての対応を決めたい。
○議案第89号　平成30年度平塚市
一般会計補正予算
　学校給食費の共同調理場運営
事業では、老朽化した調理用備品
を更新するため増額補正するが、
その内容を伺う。
　調理用備品は連続焼物機で、
購入から16年が経過し、経年劣化
が進んでいることや、メーカーか
ら修繕ができない場合があると言
われたことから新たに購入する。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

永田 美典 議員小笠原 千惠美 議員

公明ひらつか 所 属 議 員


